卒業生の赴任地訪問滞在記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都　会員　　　石　井　幸　子
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７月７日より３週間の日程で赴任地訪問に岩谷事務局長に同行させて頂きArgakhachiの５期生Sita BK.の学校訪問でした。さくら寮に着いた翌日８期生の選考委員会。ＫＣＰBharijoo学長、岩谷事務局長、現地代理人Krishna　Khatiwada氏、さくら寮ワーデン Maju　Dhojuさんに同席させて頂き、最初にBharijoo学長から「今年は５０人の応募があり、今迄に無い多数の応募でした」の報告に一同に嬉しい雰囲気での始まり、JNFEAのサポーターとしてこの言葉は嬉しい思いでした。Bharijoo学長初め、KCPの各先生方のご尽力は勿論ですが、さくら寮の卒業生６０人の赴任地での好評価、JNFEAの活動の好評価の表れであると感じたのです。その中で厳正に１０名が選考されました。
翌日から岩谷事務局長、Krishna氏と３人でArgakhachiのSita　Bikeの訪問地へ出発。途中TansenでジャーナリストのMr.Megh Raj Sharma氏を訪問会談、その後近くのJVT　SchoolをMr.Megh Raj Paudel校長の案内で学校内を案内して頂いた。モデル校と言うだけあり、科学実験室、理科室、図書室等も立派な設備であった。未就学児の遊び室も完備され、公立校には感心した。Tansenを後に、途中連絡を取りながらではあったが、Kapilbastuで１期生Sita　Ghimire,３期生Sharmila、４期生Sujata５期生Shyam
dulariが待っていて、嬉しい再会となった。皆さんも昨年１０月の「フォローアップセミナー」以来の再会との事。勿論私も１０月以来の再会で「グリーンティ［お抹茶］美味しかった！」と覚えていてくれた。近くの店でジュースを飲みながら仲間は懐かしい話しに盛り上がっていた。「バスで２０分で来た」「自転車で２０分」と言えば一人は「バスで１時間近くかかった」と言う。この仲間は素晴らしいと思った。各地は遠く離れてい[image: image3.jpg]


ても、あのフォローアップセミナーで集まる「同窓会」「同窓生」の仲間は絶対なのだと。JNEFAの先生方の教え、日本の「心」「絆」が強く生きていると嬉しくなった。せっかく集まっての楽しい時間も次へ向かう為、お別れ。そしてSita　Ghimireが同乗し、Sita BKの赴任地へと４人で向かった。途中かなりのカーブの山道を３時間程走りArgakhachiに着いた。Sita B.K.が待っていて「久しぶり！」皆でお互い再会に感激。「これから山道を登る！」「え～！！」登山の苦手な私は思わず。荷物も全部持って貰い、枝で作った杖を頼りに・・・Sita達は１５分で登ると言う山道は結局皆が私のペースに合わせて１時間の登山となった。途中街灯も無い山道は「暗くならない内に・・」と無事真っ暗になる前に家に到着。ご両親初め、ご家族の温かいもてなし[image: image4.jpg]


に感謝一杯。すぐ折り紙で風車の講習会。皆で和やかなひと時でした。夜遅く庭に出て空を見上げ「綺麗！」正に「天空のプラネタリユム」山々に民家の灯は消え、大きな星だけであった。「大変な山登りをして来て良かった！！」と思った瞬間でした。翌朝Sitaの学校へ。家から学校まで又１５分程登りで到着。夏休みにも関わらず５０名ほどの子供達、理事長、校長先生等が待っていて下さった。土で出来た村の学校。校長室での談話、学校の様子などを聞かせて頂き「Sita　BKはとても良い先生です」、ここでも評判は良かったのです。ここでもJNFEAサポーターとして嬉しい言葉を聞かせて頂き「やっぱり！」と思った。因みに我々は「この村に来た「初めての日本人、勿論外国人です」と言う事であった。学校への質問・調査の後、運動場で岩谷事務局長の指導の下、ゲーム本からの「縄跳び」「馬跳び」で競争した。子供達は先生の号令で各列にきちんと手を伸ばして整列し、一生懸命な姿を感じた。「縄跳び」も「馬跳び」も初めてと先生達。勿論子供達も初めてとあって飛べる子、飛べない子はいるものの[image: image5.jpg]


夢中で競った。一緒に参加した先輩Sita　Ghimireもリーダーの如く、大いに楽しんだ様子。ゲーム本は学校に進呈し、きっとこれからの授業の中で活かされ、子供達は上手に出来る様になると思った。この運動場は村人の手で土を馴らし出来たと言う、大切な「校庭」であった。このゲーム中、ふと周りをみたら近くの村人が大勢「ギャラリー」よろしくの姿には微笑ましくもあった。そうだ「初めての日本人、そしてゲーム」なのだから、「何だろう、見てみよう！」だったのだろう。校長先生の案内で構内を見せて頂き、教室は一部を除いて机・椅子は無く、水道もトイレも無く、水道を引くのは大変だ、と言う事。黒板の代わりは土の壁に黒い墨を塗り「黒板」としていた。一部の教室は土壁が崩れ、他に教室を借りていると言う事であった。子供の中には学校まで１時間も歩いてくると言う。次はSita　B.Kの[image: image6.jpg]


授業参観。「ネパール語」の授業であった。子供たちは教室の前で素足になり急いで床に座る。ここでもきちんと学年毎に座り普段の教えを守っていた。ネパールの有名な「詩」をSitaは朗読、とても綺麗な声で大きく響き渡っていた。子供達も静かにしっかり聴いていた。その後、生徒の中の女の子が出て先生の横で上手に朗読した。教え通り大きな声でしっかりと。又Sitaは手描きの絵と文章で説明をしていた。Sita先生はすっかり「良い先生」の姿であった。Sitaは2012年5月の「JNFEAニュースレター」に『卒業生の抱負』の欄に《・・・田舎に帰ってから暗いカーテンを破って村を明るくします。すきやくわを持っている子供の手にペンやノートを与えて現地を変えたいと思っております。・・・》と書いていた。抱負だけで無く、今はもう「現実」に素晴らしい先生になっていると感じた。その後4年生、5年生だけ残り岩谷事務局長の指導のトランプゲーム「数字合わせゲーム」をグループに分かれて始めた。ここでも「初めてのトランプゲーム」先生方も監督役とは言え、本心は「参加したい！」とお見受けした。数字合わせと言うも、[image: image7.jpg]


しっかり計算出来る子、ちょっと取れない子と夫々でも、最高な盛り上がり。その後先生方から我々に歓迎のセレモニーで、手作りの花のレイ、ティカを頂き、感謝。帰りにJNFEAの支援の方からの鉛筆の束を校長先生にお渡しし、先生から子供達に２本ずつ渡された時、大事に抱え「ナマステ！（ありがとう！）」「ナマステ！」と目を輝かせ喜ぶ子供達。瞬間、現代の日本で２本の鉛筆を大事に抱えて喜ぶ子供がどの程度いるだろうか、と思った時、物の豊富な日本、贅沢な時代、物の大切さを自身の反省と共に学んだ。そしてこの子供達に出会えて良かったと思った。子供達と別れを惜しみながら又Bikeのお宅でご家族に感謝しつつお別れをし、KapilbastuでSita Ghimireと別れ、ネパールガンジーに向かう。途中トラックが横転し、道を塞ぎの渋滞に遇うも思いの外早く通過。Dhangadiへの途中5期生Kamala　Shahiに会う事にした。生憎彼女は外出中との事でお姉様が迎えに出て下さり、お宅迄案内されお母様ともお会いして、Kamalaの現況を伺う。帰り際Kamalaも帰宅して喜びの再会。次を急ぐので、すぐに出発。無事パールガンジー到着。翌朝ホテルで1期生Amrita 夫妻と。Amritaと久しぶりの再会、新婚の彼女は優秀な成績での国家試験を難関突破して現在国の機関[image: image8.jpg]


での仕事をしているとの事。忙しい出勤前に逢いに来て貰えた。この日迄4日間を共に車移動のドライバーMukutiさんとお別れし、今日からジープでBajhangへと出発。Bajhang郡Chainpurの町で1期生Ramila Budhaとご主人。2期生Anjali、5期生Anita、[image: image9.jpg]


6期生Bipanaにも嬉しい再会。ここでも仲間を通じての同窓生意をしっかり繋ぎ、「心」のある「さくら寮卒業生」を確信した。Ramilaのご家族にもお逢い出来、温かい雰囲気の時間を頂く。翌朝、皆でAnitaの学校を訪ね、夏休み中なので、校舎、校庭見学。環境の良い、素晴らしい学校でした。又Ramila、Bipanaの学校も校舎を周り、Ramilaの学校は在職中は水もトイレも無くとても不便だったと言う事でしたが、昨年水タンクも出来、トイレも完備したとの事で、水タンクを確認出来た。この話からも国も少しづつ学校環境への関心を示していた、今後、他校も続く事を願った。雨季でもあり、途中の道路事情も加味し午後には出発。翌日に公立学校の校長Mr. Laxman Sharmとお逢いす[image: image10.jpg]


る為Dhangadim経由でカトマンズへと向かった。Laxman先生は3人の教育関係の方々と一緒に御出で下さり、数時間色々話をお聞かせ下さいました。その中の一人Mrs.Shantiはポカラ、さくら寮のすぐ近くの学校の先生と言う事でした。（そして後日さくら寮を訪問されました）翌日高速バスで5時間やっと18日にさくら寮に戻ると、新入生10人が勢揃いでした。今年は一人のキャンセルも無く選考の10人が集合でした。翌日19日はJICAの紹介の東大生深川健介さんと高寺優子さんが午後さくら寮を訪問され、学生達と会談、ゲーム「アルプス一万尺」を二人組で初めての体験。高寺さんはピアニカやピアノで伴奏し、帰りには音符を書いて残して下さり、学習の為にと。折り紙やゲーム、踊りも楽しみ乍夕食を共にして「9月に又来るので皆忘れないでね！」の挨拶でお別れ。学生達も楽しんだ時間でした。翌20日7時よりKCP　Bharijoo校長御臨席の元、新入生入寮式。Bharijoo先生からのご挨拶があり、一人づつ自己紹介、経緯、抱負等挨拶。新入生はきっと緊張していたに違いない。午後は岩谷先生の「算数試験」皆さん又緊張で算数は苦手との事。その後、ワーデンManjuさんから「さくら寮での規則説明」があり、3時から歓迎式のパーティ。Manjuさんの美味しい特別料理、岩谷事務局長も美味[image: image11.jpg]


しい「パウンドケーキ」作ってお祝い、デザートに舌鼓。皆お洒落をして楽しい嬉しい様子。先輩からのお祝いの言葉、新入生一人づつの挨拶が終わり、踊りや写真を撮り合っての和やかな雰囲気はすっかり上級生ともすっかり仲良し、先輩が色々教え合い、良い寮生活が出来ると実感。岩谷事務局長と現地代理人Krishna氏との面談の中で「３日間も歩いて来たので足が痛くなった」「郡の学校へ行かずさくら寮に来たかった」「同じ郡から応募２人の内の１人が外れて泣かれて困った」と話されたと、岩谷事務局長から伺った時、きっと大変な思いをしてここまで来て「さくら寮で教育を受けたい」と言う信念、強いては「村に帰って立派な先生になりたい」との決意が感じられJNFEAの願いが叶うと信じた。
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翌日からは絵手紙教室、野菜や果物を葉書に描いて。JNFEAで支援して下さる皆様に感謝の言葉を心をお伝え出来るならと。「葉書に大きく描いてね」しっかり野菜を見ながら心をこめて描きました。初めて書く「ありがとう」の日本語の言葉を添えて。ご支援下さる皆様にこの心が伝わる事信じながら１００枚近い絵手紙が完成。残念ながら郵便事情のま
まならないネパールからではなく日本に帰って投函する事にしました。さくら寮滞在中は８月交換留学の３期生Ambikaとも時に日本語での会話も勉強しながら時間を過ごし、新入生Chhyaの誕生日には皆でお祝い。岩谷事務局長は美味しい「パウンドケーキ」再度挑戦。私はTeabreakにお抹茶の点前で一服を。皆さん初めてのお抹茶とお菓子。「美味しい」と喜ばれた､お祝いの日でした。折り紙やあやとりもしな
がら時にネパールダンスを踊りながら楽しい１週間は過ぎ、帰国の前日、３人でさくら寮からすぐ近くのMrs.Shanti Dhahal先生のNawa Prabhat, Secondarly School訪問。７００人の生徒がいると言う立派な学校、生徒の生活階級が広範囲と言う事。子供達は珍しい訪問に人なつっこく付いて周り可愛い顔で「ナマステ」「ナマステ」ここでも又風車の折り紙講座。
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帰国の朝お別れのセレモニーでサプライズもあり挨拶と共に恒例の「♪いつの日も絶えることなく友達でいよう♪」といつもの「今日の日はさようなら」の合唱が始まり、寮生は「私達を忘れないでね！」「又来てね！」と。胸が熱くなり「絶対忘れないわ、有り難う！」と挨拶するのが精一杯であった。
今回赴任地訪問と言う初めての経験でしたが、期間中、大勢の素晴らしい出会いに感謝し、学ぶことの多い３週間でありました。
最後になりましたが、滞在中通訳を兼ねて大変お世話になりました、現地代理人Krishna Khatiwada氏、さくら寮で大変お世話になりましたWarden　Manju　Dhojuさんに厚く御礼申し上げます。
２０１３年８月　　石井幸子
